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一　

は
じ
め
に

周
知
の
よ
う
に
︑『
史
記
』『
漢
書
』『
唐
書
』『
文
選
』『
白
氏
文
集
』『
蒙
求
』
等
多
数
の
日
本
舶
来
漢
籍
に
由
来
す
る
︑
当
時
よ
く

知
ら
れ
た
中
国
故
事
二
十
七
話
を
︑
情
緒
豊
か
な
和
歌
物
語
風
の
漢
字
か
な
交
り
文
で
活
写
し
た
説
話
集
に
『
唐か
ら
も
の
が
た
り

物
語
』
が
あ
る（

（
（

︒
編

者
・
成
立
年
代
は
長
い
間
不
詳
で
あ
っ
た
が
︑
太
田
晶
二
郎
の
発
見
に
よ
っ
て
︑
編
者
は
藤ふ
じ
わ
ら
の
し
げ
の
り

原
成
範
（
一
一
三
五
～
一
一
八
七
年
？
（︑
成
立

は
平
安
末
の
院
政
期
と
す
る
説
が
今
日
定
説
と
な
っ
て
い
る（

（
（

︒

当
時
は
︑
そ
れ
ま
で
文
化
移
入
の
中
心
で
あ
っ
た
遣
唐
使
の
廃
止
（
八
九
四
年
（
後
数
百
年
を
経
て
︑
独
自
の
日
本
文
化
が
花
開
い
た

時
期
で
あ
る
︒
そ
の
顕
著
な
現
象
と
し
て
︑
当
初
平
安
文
人
が
挙
っ
て
習
作
を
試
み
た
中
国
式
の
漢
詩
に
代
わ
っ
た
日
本
式
の
和
歌
の

流
行
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
︒
即
ち
︑
平
安
初
期
に
嵯
峨
天
皇
（
在
位
八
〇
九
～
八
二
三
年
（
が
心
血
を
注
い
だ
漢
詩
熱（

（
（

は
︑
そ
の
後
︑
魅

力
が
失
せ
た
遣
唐
使
の
廃
止
を
直
接
の
契
機
と
し
て
︑
恰
も
水
遣
り
を
中
止
し
た
鉢
植
え
の
よ
う
に
衰
退
し
︑
代
わ
っ
て
純
日
本
文
学

た
る
和
歌
が
日
本
文
学
の
主
流
と
な
っ
た
︒『
古
今
和
歌
集
』『
後
撰
和
歌
集
』『
拾
遺
和
歌
集
』
の
所
謂
三
代
勅
撰
和
歌
集
は
珠
玉
の
和

歌
集
の
精
華
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
︒
た
だ
︑
現
象
は
と
も
か
く
︑
日
本
文
学
の
根
源
と
し
て
の
漢
学
（
中
国
文
学
（
へ
の
憧
憬
は
不
変
に

続
い
た
ば
か
り
か
︑
断
交
に
よ
る
中
国
側
資
料
枯
渇
の
結
果
︑
い
や
増
し
に
増
大
し
た
と
考
え
る
の
が
当
然
で
あ
る
︒
日
唐
の
国
家
交

流
は
断
絶
し
て
も
︑
北
の
渤
海
や
南
島
を
通
じ
て
の
民
間
を
含
め
た
交
易
は
不
断
に
継
続
し
た
こ
と
が
そ
れ
を
物
語
る
︒

人
口
に
膾
炙
し
た
『
源
氏
物
語
』
を
始
め
と
し
て
︑
平
安
時
代
に
盛
行
し
た
所
謂
物
語
文
学
に
お
い
て
は
︑
当
時
の
和
歌
の
流
行
を

竹 

村 

則 

行

対
句
か
ら
見
た
『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る

「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
襲
用

対
句
か
ら
見
た
『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
襲
用
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反
映
し
て
か
︑
段
落
の
要
所
ご
と
に
適
宜
和
歌
を
挿
入
し
な
が
ら
︑
物
語
を
展
開
す
る
形
式
の
作
品
が
数
多
い
︒
日
本
文
学
へ
大
き
な

影
響
を
与
え
た
著
名
な
楊
貴
妃
故
事
に
取
材
源
が
認
め
ら
れ
る
作
品
に
限
っ
て
も
︑『
源
氏
物
語
』『
俊
頼
髄
脳
』『
今
昔
物
語
集（

（
（

』『
唐

物
語
』
い
ず
れ
も
そ
う
で
あ
る
︒
注
目
し
た
い
の
は
︑
こ
れ
ら
歌
物
語
の
作
者
が
当
時
最
高
水
準
の
和
歌
人
で
あ
る
と
同
時
に
︑
漢
学

へ
の
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
︒
即
ち
当
時
は
（
後
世
も
そ
う
で
あ
る
が
（
学
問
が
あ
る
こ
と
は
漢
学
へ
の
精
通
を
意
味
し
た
︒
国
学

の
根
幹
は
漢
学
で
あ
っ
た
︒
そ
し
て
平
安
以
降
︑
江
戸
を
経
て
明
治
以
降
ま
で
続
く
漢
学
に
対
す
る
日
本
側
の
対
処
の
特
色
は
︑
そ
れ

を
中
国
原
典
そ
の
ま
ま
で
な
く
︑
日
本
式
に
独
特
の
読
解
法
を
加
え
︑
そ
れ
を
日
本
「
漢
学
」
の
一
環
と
し
て
受
容
し
よ
う
と
し
た
こ

と
で
あ
る
︒
中
国
原
典
に
独
自
の
記
号
や
振
り
仮
名
を
付
し
て
古
文
に
よ
る
同
時
翻
訳
を
試
み
た
︑
所
謂
漢
文
訓
読
法
が
そ
れ
で
あ
る
︒

筆
者
は
︑
訓
読
法
は
優
に
日
本
の
伝
統
文
化
遺
産
に
値
す
る
学
術
技
法
で
あ
る
と
考
え
る
︒

こ
こ
に
拙
稿
が
研
究
対
象
と
す
る
『
唐
物
語
』
は
︑
平
安
末
期
に
当
代
一
流
の
歌
人
が
纏
め
た
中
国
説
話
集
で
あ
る
︒
該
書
の
直
接

の
資
料
源
は
中
国
で
あ
る
（
間
接
に
は
中
国
に
取
材
し
た
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
先
行
物
語
等
を
含
む
（
が
︑
叙
述
は
中
国
原
文
の
ま
ま
で
な
く
︑
原

文
に
基
づ
い
た
漢
字
か
な
交
り
文
を
適
宜
和
文
の
文
脈
で
混
入
す
る
︒
こ
こ
に
は
漢
文
（
中
国
文
（
の
和
文
化
と
和
文
の
漢
文
化
が
同
時

に
見
ら
れ
︑
当
時
の
和
漢
比
較
文
学
の
研
究
対
象
と
し
て
好
個
の
実
例
を
提
供
し
て
い
る
︒（「
和
文
化
」
と
は
原
中
国
文
が
平
安
当
時
の
日
本
文

（
和
文
（
へ
変
化
す
る
こ
と
を
言
い
︑「
漢
文
化
」
と
は
当
時
の
日
本
文
（
和
文
（
が
中
国
文
の
影
響
を
受
け
て
漢
文
調
（
訓
読
文
調
（
に
変
化
す
る
こ
と
を
指
す
（
（
（

︒（

拙
稿
で
は
︑
以
上
の
観
点
か
ら
︑『
唐
物
語
』
中
︑
最
も
長
文
で
あ
り
︑
か
つ
叙
述
内
容
も
豊
富
な
圧
巻
の
第
十
八
話
「
玄
宗
皇
帝
と

楊
貴
妃
の
語こ
と

」
に
つ
い
て
︑
特
に
『
白
氏
文
集
』
所
載
の
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
に
由
来
す
る
対
句
の
使
用
法
を
中
心
に
分
析
を
試

み
る
こ
と
に
す
る
︒
僅
か
一
書
一
章
の
対
句
に
限
定
し
た
狭
い
分
析
で
あ
る
が
︑
こ
の
作
業
を
通
し
て
︑
平
安
時
代
の
漢
文
の
和
文
化

と
和
文
の
漢
文
化
の
実
例
を
具
体
的
に
検
証
し
て
み
た
く
思
う
︒
日
本
文
学
の
知
見
に
乏
し
い
門
外
の
筆
者
故
に
多
く
の
浅
解
や
不
備

を
伴
う
で
あ
ろ
う
が
︑
読
者
の
寛
容
と
鞭
撻
を
願
う
次
第
で
あ
る
︒

二　

対
句
の
定
義
と
効
用

対
句
（
対
偶
と
も
（
は
︑
同
一
詩
文
中
に
お
い
て
連
続
し
て
述
べ
ら
れ
る
︑
文
法
や
品
詞
を
同
じ
く
し
て
表
現
が
反
対
に
な
る
二
句
（
の

中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
九
号
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修
辞
法
（
を
い
う
︒
対
句
は
一
字
が
原
則
一
音
一
義
の
孤
立
語
か
ら
成
る
中
国
詩
文
に
あ
っ
て
︑
文
意
を
強
調
し
︑
見
た
目
や
発
音
が

美
麗
か
つ
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
印
象
深
く
︑
朗
誦
に
適
し
た
必
須
の
技
法
と
し
て
︑
古
来
頻
用
さ
れ
て
来
た
︒
有
史
の
範
囲
で
も
︑
上
古
先

秦
を
経
て
︑
早
く
春
秋
戦
国
時
代
に
議
論
の
高
峰
を
成
す
中
国
史
に
お
い
て
︑
こ
の
対
句
の
技
法
も
日
常
的
に
用
い
ら
れ
た
︒
以
下
︑

手
許
の
図
書
か
ら
上
古
～
漢
唐
を
含
め
て
任
意
に
挙
例
す
る
︒

・
無
名
︑
天
地
之
始
︒
有
名
︑
万
物
之
母
︒（
名
無
き
は
天
地
の
始
ま
り
︒
名
有
る
は
万
物
の
母
︒（
︙
『
老
子
』

・
為
善
無
近
名
︑
為
悪
無
近
刑
︒

 

（
善
を
為
し
て
は
名
に
近
づ
く
こ
と
無
く
︑
悪
を
為
し
て
は
刑
に
近
づ
く
こ
と
無
し
（
︙
『
荘
子
』
養
生
主
篇

・
巧
笑
倩
兮
︑
美
目
盼
兮
︒（
巧
笑
倩
た
り
︑
美
目
盼
た
り
︒（
︙
『
詩
経
』
碩
人

・
随
山
濬
川
︑
任
土
作
貢
︒（
山
に
随
い
川
を
濬ふ
か

く
し
︑
土
に
任
じ
て
貢
を
作
る
︒（
︙
『
書
経
』
禹
貢

・
子
曰
︑
学
而
不
思
則
罔
︑
思
而
不
学
則
殆
︒

 

（
子
曰
く
︑
学
び
て
思
は
ざ
れ
ば
則
ち
罔く
ら

く
︑
思
ひ
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆あ
や

ふ
し
︒（
︙
『
論
語
』
為
政
篇

・
天
子
受
四
海
之
図 

籍
︑
膺
万
国
之
貢
珍
︑
内
撫
諸
夏
︑
外
綏
百
蛮
︒（
天
子
は
四
海
の
図
籍
を
受
け
︑
万
国
の
貢
珍
を
膺う

け
︑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
に
諸
夏
を
撫
し
︑
外
に
百
蛮
を
綏や
す

ん
ず
︒（
︙
班
固｢

東
都
賦｣

（『
文
選
』
巻
一
（

・
天
地
玄
黄
︑
宇
宙
洪
荒
︒（
天
地
は
玄
黄
︑
宇
宙
は
洪
荒
な
り
︒（
︙
周
興
嗣
『
千
字
文
』

・
鍾
山
之
英
︑
草
堂
之
霊
︑
馳
煙
駅
路
︑
勒
移
山
庭
︒

 

（
鍾
山
の
英
︑
草
堂
の
霊
︑
煙
を
駅
路
に
馳
せ
︑
移
を
山
庭
に
勒
す
︒（
︙
孔
稚
珪
「
北
山
移
文
」（『
文
選
』
巻
四
十
三
（

・
張
騫
古
迹
︑
十
万
里
之
波
涛
︒
伯
禹
遺
縦
︑
二
千
年
之
坂
隥
︒ （
張
騫
の
古
迹
︑
十
万
里
の
波
涛
︒
伯
禹
の
遺
縦
︑
二
千
年
の
坂

隥
︒（
︙
（
張
鷟
『
遊
仙
窟
』（

・
孔
明
臥
龍
︑
呂
望
非
熊
（
孔
明
は
臥
龍
︑
呂
望
は
熊
に
非
ず
（
︙
李
瀚
『
蒙
求
』

・
下
自
人
︑
上
達
君 

︑
咸
徳
以
慎
立
︑
而
性
由
習
分
︒（
下
は
人た
み

よ
り
︑
上
は
君
に
達
す
る
ま
で
︑
咸み

な
徳
は
慎
を
以
て
立
ち
︑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
而
し
て
性
は
習
に
由
り
て
分
る
︒（
︙
白
居
易
「
性
習
相
近
遠
す
の
賦
」（『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
一
（

・
千
行
之
珠
涙
流
下
︑
四
面
之
霜
蹄
践
入
︒（
千
行
の
珠
涙
流
れ
下お

ち
︑
四
面
の
霜
蹄
践ふ

み
入
る
︒（
︙
黄
㴞
「
明
皇
回
駕
経
馬
嵬
賦
」

対
句
か
ら
見
た
『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
襲
用
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・
星
垂
平
野
闊
　
月
湧
大
江
流
（
星
垂
れ
て
平
野
闊ひ
ろ

く
　
月
湧
き
て
大
江
流
る
（
︙
杜
甫
「
旅
夜
書
懐
」

以
上
︑
九
牛
一
毛
の
挙
例
で
あ
る
が
︑
対
句
が
中
国
詩
文
に
お
い
て
古
く
か
ら
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た
不
可
欠
の
修
辞
技
法
で
あ
っ
た

こ
と
を
証
す
る
に
足
る
で
あ
ろ
う（

（
（

︒
上
記
で
は
律
詩
か
ら
も
杜
甫
詩
一
例
を
挙
げ
る
が
︑
特
筆
す
べ
き
は
︑
律
詩
八
句
の
中
に
挟
ま
る

二
聯
（
三
四
句
と
五
六
句
（
に
︑
そ
れ
ぞ
れ
対
句
の
使
用
が
求
め
ら
れ
る
詩
律
で
あ
る
︒
歴
代
の
科
挙
試
に
も
出
題
さ
れ
た
律
詩
︑
そ
の
詠

ま
れ
た
膨
大
な
数
の
律
詩
は
︑
唐
代
律
賦
も
含
め
︑
中
国
詩
文
に
お
け
る
対
句
の
普
及
に
も
無
限
の
貢
献
を
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
︒

ま
た
挙
例
は
省
く
が
︑
唐
宋
の
古
文
︑
明
清
の
八
股
文
に
お
い
て
も
︑
対
句
は
六
朝
の
駢
文
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
必
須
技
法
と
し
て
︑

当
時
の
文
人
に
常
に
重
宝
さ
れ
て
き
た
︒

中
国
詩
文
の
こ
の
よ
う
な
対
句
頻
用
の
歴
史
と
現
状
を
踏
ま
え
︑
伝
存
す
る
早
期
資
料
で
は
︑
恐
ら
く
六
朝
に
盛
行
し
た
駢
文
の
技

法
を
密
接
に
反
映
し
て
︑
梁
の
劉
勰
（
四
六
六
？
～
五
二
〇
？
（
の
『
文
心
雕
龍
』
第
三
十
五
「
麗
辞
」（
対
偶
（
篇
に
お
い
て
︑
言
対
︑
事

対
︑
反
対
︑
正
対
の
四
種
の
対
句
に
つ
い
て
分
析
す
る
︒
そ
も
そ
も
『
文
心
雕
龍
』
そ
の
も
の
が
︑
全
篇
対
句
か
ら
な
る
駢
文
に
よ
っ

て
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
象
で
あ
る
︒
ま
た
八
〇
四
～
八
〇
六
年
に
中
国
唐
に
渡
っ
た
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
（
は
︑

『
文
鏡
秘
府
論
』
東
巻
に
お
い
て
︑『
文
心
雕
龍
』
麗
辞
篇
を
更
に
敷
衍
さ
せ
た
二
十
九
種
の
対
句
に
つ
い
て
解
説
す
る
し
︑
更
に
北
巻

に
は
「
論
対
属
」
を
収
め
る（

（
（

︒

こ
の
よ
う
に
︑
対
句
は
中
国
詩
文
の
必
須
表
現
技
法
と
し
て
長
久
の
歴
史
を
有
す
る
が
︑
日
本
の
漢
詩
漢
文
を
含
め
︑
対
句
に
関
す

る
近
現
代
の
邦
人
の
注
目
す
べ
き
先
行
研
究
に
は
︑
管
見
の
範
囲
で
以
下
の
も
の
が
あ
る
︒

一
︑ 

児
島
献
吉
郎
『
支
那
文
学
考
　
第
一
篇
散
文
考
』︑
第
十
五
章
対
偶
法（

（
（

︑
ま
た
同
『
支
那
文
学
考
　
第
二
篇
韻
文
考
』︑
第
二
十

一
章
対
偶
法（

（
（

二
︑
鈴
木
虎
雄
『
駢
文
史
序
説（

（1
（

』

三
︑
松
浦
友
久
『
松
浦
友
久
著
作
選
Ⅰ
』「
中
国
詩
文
の
言
語
学
　
対
句
・
声
調
・
教
学
」
第
一
部
対
偶
論（

（1
（

四
︑
古
田
敬
一
『
中
国
文
学
に
お
け
る
対
句
と
対
句
論（

（1
（

』

五
︑
菅
野
禮
行
『
平
安
初
期
に
お
け
る
日
本
漢
詩
の
比
較
文
学
的
研
究
』　
第
一
章
「
対
偶
表
現
に
関
す
る
研
究（

（1
（

」

六
︑
福
井
佳
夫
『
六
朝
美
文
学
序
説（

（1
（

』
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こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
駢
文
や
詩
賦
の
対
句
に
つ
い
て
︑『
文
心
雕
龍
』
や
『
文
鏡
秘
府
論
』
の
分
析
を
踏
ま
え
︑
或
い
は
日
本
漢
詩
の

実
作
を
含
め
て
詳
細
に
分
析
す
る
︒
本
来
な
ら
ば
︑
対
句
の
歴
史
や
効
用
等
に
つ
い
て
も
論
述
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
︑
紙
幅
制
限
と

筆
者
能
力
の
関
係
で
︑
こ
こ
で
は
先
行
研
究
の
一
部
紹
介
に
止
め
る
こ
と
に
す
る
︒

ま
ず
︑
鈴
木
虎
雄
『
駢
文
史
序
説
』（
研
文
出
版
（
七
十
五
頁
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
︒

 
  

対
偶
は
事
物
の
形
貌
・
色
彩
・
動
静
︑
其
の
他
人
事
百
般
の
諸
種
相
に
於
て
も
︑
甲
乙
両
者
の
対
映
を
生
ぜ
し
め
︑
以
て
吾
人

の
美
感
を
惹
起
すマ

マ

こ
と
を
目
的
と
な
す
︒（
中
略
（
こ
の
対
映
の
妙
は
猶
︑
絵
画
が
筆
勢
︑
色
彩
の
調
和
に
よ
り
て
︑
雕
刻
が
力
の

均
衡
に
よ
り
て
其
の
美
を
成
す
が
如
き
も
の
あ
り
︒

 
  

駢
文
の
名
称
は
已
に
其
の
対
偶
あ
る
を
以
て
の
故
に
之
を
生
じ
た
る
も
の
に
し
て
︑
対
偶
の
重
要
な
る
こ
と
は
言
ふ
を
待
た
ず
︒

対
偶
は
駢
文
の
生
命
な
り
と
い
ふ
も
可
な
り
︒

次
に
︑
平
安
初
期
の
日
本
漢
詩
に
お
け
る
対
句
の
多
用
に
つ
い
て
︑
菅
野
禮
行
『
平
安
初
期
に
お
け
る
日
本
漢
詩
の
比
較
文
学
的
研

究
』
第
一
章
「
対
偶
表
現
に
関
す
る
研
究
」
に
以
下
の
指
摘
が
あ
る
（
引
用
は
常
用
漢
字
に
改
め
る
（︒

 
  

い
ず
れ
の
国
の
文
学
で
も
︑
対
偶
表
現
は
そ
の
重
要
な
修
辞
の
ひ
と
つ
と
し
て
︑
古
来
︑
詩
歌
・
散
文
な
ど
の
な
か
に
用
い
ら

れ
続
け
て
き
た
︒
そ
れ
は
︑
基
本
的
に
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
安
定
し
た
表
現
が
︑
よ
り
美
的
な
も
の
と
し
て
人
々
の
心
に
強
く

訴
え
か
け
る
要
素
を
有
し
て
い
る
ゆ
え
ん
に
よ
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
対
偶
表
現
は
︑
人
の
口
に
乗
り
易
く
記
憶
さ
れ
易

い
も
の
で
あ
る
の
で
︑
つ
と
に
口
承
文
芸
の
時
代
か
ら
自
然
発
生
的
に
用
い
ら
れ
︑
次
第
に
重
要
な
技
巧
と
し
て
意
識
さ
れ
る
に

至
っ
た
に
相
違
な
い
（
十
六
頁
（︒

 
  

中
国
詩
の
影
響
を
決
定
的
に
受
け
た
我
が
国
の
漢
詩
は
︑
特
に
王
朝
時
代
に
お
い
て
︑
そ
の
対
偶
表
現
が
極
め
て
重
要
な
意
味

を
も
っ
て
か
か
わ
っ
て
い
る
︒
本
邦
初
の
漢
詩
集
で
あ
る
『
懐
風
藻
』
に
は
対
句
の
多
用
が
目
立
ち
︑
一
編
の
詩
を
す
べ
て
対
句

を
も
っ
て
構
成
す
る
作
品
も
少
な
く
な
い
︒
ま
た
︑
代
表
的
な
佳
句
麗
章
の
集
で
あ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
︑
佳
麗
な
る
対
句
の

集
で
あ
る
か
の
よ
う
な
趣
す
ら
あ
る
（
十
八
頁
（︒

以
上
︑
対
句
に
関
す
る
邦
人
の
言
及
の
一
部
を
紹
介
し
た
が
︑
中
国
詩
文
ま
た
日
本
漢
詩
文
に
お
い
て
︑
対
句
の
技
法
が
古
来
日
常

的
に
頻
用
さ
れ
て
き
た
事
実
を
改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
︒

対
句
か
ら
見
た
『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
襲
用
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三　
『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
に
由
来
す
る
対
句

『
唐
物
語
』
第
十
八
話
「
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
語こ
と

」
の
構
成
や
出
典
︑
措
辞
等
に
つ
い
て
は
︑
邦
人
に
限
っ
て
も
多
く
の
先
行
研
究

の
蓄
積
が
あ
る
︒
拙
稿
で
は
︑
岩
山
泰
三
「『
唐
物
語
』
長
恨
歌
説
話
に
お
け
る
和
様
化
の
方
法（

（1
（

」︑
池
田
利
夫
「
唐
物
語
序
説
―
長
恨

歌
説
話
を
め
ぐ
っ
て
（
（1
（

―
」︑
及
び
小
林
保
治
『
唐
物
語
全
訳
注
』
解
説（

（1
（

等
の
貴
重
な
先
行
研
究
に
拠
り
つ
つ
︑
特
に
『
唐
物
語
』
の
楊
貴

妃
説
話
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
に
由
来
す
る
対
句
の
修
辞
法
に
注
目
し
て
検
討
し
た
い
︒

ま
ず
基
礎
資
料
と
し
て
︑『
唐
物
語
』
第
十
八
話
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
に
依
拠
し
た
と
見
ら
れ
る
対
句
表
現
（
太
字
）

を
四
分
段
に
分
け
︑
以
下
に
挙
例
す
る
（
参
考
ま
で
に
「
楊
太
真
外
伝
」『
源
氏
物
語
』
等
の
関
連
資
料
を
含
む
（
（1
（

︒（
一
（
～
（
四
（
の
四
分
段
の
題
目
は
仮
に

付
け
た
︒
※
以
下
は
私
評
で
あ
る
︒（︒

（
一
（  

楊
貴
妃
の
登
場
と
玄
宗
の
寵
愛
（
む
か
し
︑
唐
の
玄
宗
と
申
け
る
み
か
ど
の
御
時
︑
～
す
ゑ
の
世
に
き
く
人
さ
へ
袖
の
う
へ

露
け
し
（

 

①
色
に
め
で
、
か
に
の
み
ふ
け
り
給
へ
る
︙

 
 

﹇
長
恨
歌
伝
﹈
︙
以
声
色
自
娯
︒
／
﹇
長
恨
歌
﹈
︙
漢
皇
重
色
思
傾
国

 
 

※ 

色
好
み
で
あ
っ
た
玄
宗
の
描
写
で
あ
る
︒「
声
色
」
は
音
楽
や
女
色
︒「
色
」
に
重
み
が
あ
る
︒『
唐
物
語
』
は
「
色
」「
か

（
香
（（」
に
分
け
て
対
句
表
現
す
る
︒

 

② 

そ
の
か
た
ち
、
秋
月
の
山
の
は
よ
り
た
か
く
の
ぼ
る
心
地
し
て
、
そ
の
い
き
ざ
し
は
、
夏
の
い
け
に
く
れ
な
ゐ
の
は
ち
す
は
じ

め
て
ひ
ら
け
た
る
に
や
と
み
ゆ
︒

 
 

﹇
長
恨
歌
伝
﹈
︙
池
蓮
夏
開
︑

 
 

※ 

楊
貴
妃
の
美
貌
を
︑
山
の
端
か
ら
高
く
出
た
秋
月
や
夏
の
池
に
咲
く
紅
蓮
に
喩
え
る
︒『
唐
物
語
』
は
楊
貴
妃
初
登
場
の
描
写

で
あ
る
が
︑「
長
恨
歌
伝
」
は
楊
貴
妃
没
後
の
表
現
で
あ
る
︒「
そ
の
か
た
ち
︑
秋
月
の
山
の
は
（
端
（
よ
り
た
か
く
の
ぼ
る
心

地
し
て
」
の
出
拠
不
詳
︒

 

③
ひ
と
た
び
ゑ
む
に
も
ゝ
の
媚
な
り
て
人
の
こ
こ
ろ
ま
ど
ひ
ぬ
べ
し
︒
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﹇
長
恨
歌
﹈
︙
迴
眸
一
笑
百
媚
生

 
 

※ 「
長
恨
歌
」
一
句
中
の
単
語
対
句
「
一
笑
」「
百
媚
」
を
︑『
唐
物
語
』
の
本
文
に
お
い
て
「
ひ
と
た
び
ゑ
む
に
も
ゝ
の
媚
な
り

て
」
の
対
句
に
敷
衍
す
る
︒「
一
」「
百
」
の
対
比
も
鮮
や
か
で
あ
る
︒

 

④
水
よ
り
い
で
た
る
す
が
た
ま
こ
と
に
心
ぐ
る
し
く
、
う
す
物
の
こ
ろ
も
な
を
ゝ
も
げ
に
な
む
み
え
け
る
︒

 
 

﹇
長
恨
歌
伝
﹈
︙
既
出
水
︑
体
弱
力
微
︑
若
不
任
羅
綺
︒

 
 

※ 「
長
恨
歌
伝｣
↓
『
唐
物
語
』
に
つ
い
て
︑
そ
れ
ぞ
れ｢

出
水｣

↓｢

水
よ
り
い
で
た
る｣

︑｢

体
弱
力
微｣

↓｢

こ
こ
ろ
ぐ
る

し
く｣

︑｢
若
不
任
羅
綺｣

↓｢

う
す
物
の
こ
ろ
も
な
を
ゝ
も
げ
に
な
む
み
え
け
る｣

の
よ
う
に
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
︒
原
「
長

恨
歌
伝
」
の
三
句
を
︑『
唐
物
語
』
で
は
や
や
長
目
の
二
句
に
纏
め
た
と
見
ら
れ
る
︒

 

⑤
み
め
か
た
ち
の
人
に
優
れ
、
し
わ
ざ
あ
り
さ
ま
の
世
に
な
ら
び
な
き
の
み
に
あ
ら
ず
、

 
 

﹇
長
恨
歌
伝
﹈
︙
非
徒
殊
艶
尤
態
独
能
致
是
︒

 
 

※ 「
長
恨
歌
伝
」「
殊
艶
」
↓
『
唐
物
語
』「
み
め
か
た
ち
の
人
に
優
れ
」︑「
長
恨
歌
伝
」「
尤
態
」
↓
『
唐
物
語
』「
し
わ
ざ
あ
り

さ
ま
の
世
に
な
ら
び
な
き
」︑
及
び
「
長
恨
歌
伝
」「
非
徒
」
↓
『
唐
物
語
』「
の
み
に
あ
ら
ず
」
の
対
応
が
認
め
ら
れ
る
︒
前

二
句
は
原
「
長
恨
歌
伝
」
の
一
句
を
︑『
唐
物
語
』
が
二
句
に
敷
衍
し
た
例
で
あ
る
︒

 

⑥
お
な
じ
く
る
ま
ひ
と
つ
ゆ
か
に
あ
ら
ね
ば
︑
み
ゆ
き
し
、
い
ね
給
事
な
し
︒

 
 

﹇
長
恨
歌
伝
﹈
︙
与
上
行
同
輦
︑
止
同
室
︑
宴
専
席
︑
寝
専
房
︒

 
 

※ 「
長
恨
歌
伝｣
｢

同
輦｣

↓
『
唐
物
語
』｢

お
な
じ
く
る
ま｣

︑｢

長
恨
歌
伝｣

｢

同
室｣

↓
『
長
恨
歌
伝
』｢

ひ
と
つ
ゆ
か｣

︑｢

長

恨
歌
伝｣
｢

与
上
行｣

↓
『
唐
物
語
』｢

み
ゆ
き
し｣
︑
及
び｢

長
恨
歌
伝｣

｢

寝｣

↓
『
唐
物
語
』「
い
ね
」
の
対
応
が
認
め
ら

れ
る
︒
作
者
は
原
「
長
恨
歌
伝
」
の
一
文
に
よ
っ
て
︑『
唐
物
語
』
の
一
文
中
に
二
組
の
対
句
を
作
り
出
し
た
と
見
ら
れ
る
︒

 

⑦
春
は
は
る
の
あ
そ
び
に
し
た
が
ひ
、
夜
は
よ
の
み
じ
か
き
事
を
な
げ
き
給
け
る
︒

 
 

﹇
長
恨
歌
﹈
︙
春
宵
苦
短
日
高
起
　
～
　
春
従
春
遊
夜
専
夜

 
 

※ 『
唐
物
語
』
の
「
春
は
は
る
の
あ
そ
び
に
し
た
が
ひ
」
は
「
長
恨
歌
」
の
「
春
従
春
遊
」
そ
の
ま
ま
で
あ
り
︑『
唐
物
語
』
の

「
夜
は
よ
の
み
じ
か
き
事
を
な
げ
き
」
は
前
句
「
春
宵
苦
短
」
を
言
い
換
え
た
表
現
で
あ
る
︒『
唐
物
語
』
が
「
長
恨
歌
」
の

対
句
か
ら
見
た
『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
襲
用
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前
後
の
詩
句
を
そ
の
ま
ま
襲
用
し
て
対
句
表
現
に
し
た
こ
と
が
分
か
る
︒

 
⑧
ほ
こ
り
を
ご
れ
る
人
そ
の
か
ず
を
し
ら
ず
︒
～
︒
見
る
人
き
く
ひ
と
︑
う
ら
や
み
め
づ
る
さ
ま
い
ひ
つ
く
す
べ
か
ら
ず
︒

 
 

 ﹇
旧
唐
書
﹈
巻
五
十
一
楊
貴
妃
伝
︙
「
遞
相
夸
尚
」
／
﹇
楊
太
真
外
伝
﹈
︙
「
遞
相
誇
尚
」
／
﹇
長
恨
歌
伝
﹈
︙
「
其
天
下
心
羨

慕
如
此
」

 
 

※ 

二
字
熟
語
の
対
句
漢
語
を
和
語
で
表
現
し
た
例
で
あ
る
︒『
唐
物
語
』
の
和
語
化
し
た
対
句
表
現
ゆ
え
に
原
漢
字
熟
語
が
見
え

づ
ら
い
が
︑「
ほ
こ
り
を
ご
れ
る｣

は
『
旧
唐
書
』
巻
五
十
一
︑
楊
貴
妃
伝
に
「
遞
相
夸
尚
」
と
あ
り
︑「
楊
太
真
外
伝
」
は

「
遞
相
誇
尚
」︑
ま
た
「
う
ら
や
み
め
づ
る
」
は
「
長
恨
歌
伝
」
に
「
其
天
下
心
羨
慕
如
此
」
と
あ
る
の
に
出
拠
す
る
で
あ
ろ

う
か
︒
確
か
な
所
は
不
詳
︒

 

⑨
我
身
の
は
だ
へ
か
し
ら
の
か
み
な
ら
ず
は
︑
み
な
こ
れ
君
の
た
ま
物
に
あ
ら
ず
や
︒

 
 

﹇
楊
太
真
外
伝
﹈
巻
上
︙
衣
服
之
外
︑
皆
聖
恩
所
賜
︒
唯
髪
膚
是
父
母
所
生
︒

 
 

﹇
新
唐
書
﹈
巻
七
十
六
︑
楊
貴
妃
伝
︙
然
膚
髪
外
︑
皆
上
所
賜
︒

 
 

﹇
資
治
通
鑑
﹈
巻
二
一
六
︑
天
宝
九
載
条
︙
金
玉
珍
玩
︑
皆
陛
下
所
賜
︑
～
惟
髪
者
父
母
所
与
︑
～
︒

 
 

※ 「
は
だ
へ
か
し
ら
の
か
み｣

の
対
句
は
原
典
「
髪
膚
」
に
基
づ
く
か
︒
楊
貴
妃
が
自
分
の
黒
髪
を
ば
っ
さ
り
剪
っ
て
玄
宗
に
謝

罪
し
た
故
事
は
上
記
の
史
書
等
に
頻
見
す
る
︒『
唐
物
語
』
の
著
者
藤
原
成
範
の
生
没
年
（
一
一
三
五
～
一
一
八
七
（︑「
楊
太
真
外

伝
」
編
者
楽
史
の
生
没
年
（
九
三
〇
～
一
〇
〇
七
（︑『
新
唐
書
』（
一
〇
六
〇
年
成
書
（︑『
資
治
通
鑑
』（
一
〇
六
五
年
成
書
（
等
の
諸
要

素
を
考
慮
し
て
も
︑『
唐
物
語
』
が
直
接
拠
っ
た
出
典
は
特
定
し
難
い
︒

（
二
（ 

楊
貴
妃
の
死
と
玄
宗
の
寂
寞
（
か
く
て
と
し
月
を
ゝ
く
ら
せ
給
に
︑
～
た
ゞ
身
に
し
た
が
ひ
た
て
ま
つ
る
べ
し
︒（

 

⑩
大
液
の
芙
蓉
、
未
央
の
や
な
ぎ
に
か
よ
ひ
た
ま
へ
る
を
し
も
︑
～

 
 

﹇
長
恨
歌
﹈
︙
太
掖
芙
蓉
未
央
柳
～
芙
蓉
如
面
柳
如
眉

 
 

﹇
源
氏
物
語
﹈
桐
壷
︙
太
掖
芙
蓉
︑
未
央
柳
も
げ
に
か
よ
ひ
た
り
し
か
た
ち
を
︑
～
　

 
 

※ 『
唐
物
語
』
の
「
大
液
の
芙
蓉
︑
未
央
の
や
な
ぎ
」
は
「
長
恨
歌
」
の
「
太
掖
芙
蓉
未
央
柳
」
そ
の
ま
ま
で
あ
る
︒
参
考
；
後

出
の
江
戸
刊
『
歌
行
詩
諺
解
』
所
収
﹇
長
恨
歌
伝
﹈
注
に
「
芙
蓉
の
う
す
紅
に
さ
き
た
る
色
は
貴
妃
の
顔
色
の
如
し
︒
青
柳
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の
翠
に
し
て
う
ち
な
び
き
た
る
は
貴
妃
の
眉
の
如
し
」
と
あ
る
︒

 
⑪
心
あ
る
も
心
な
き
も
、
た
け
き
も
た
け
か
ら
ぬ
も
︑
涙
に
を
ぼ
れ
て
ゆ
き
か
た
も
し
ら
ず
︒

 
 

﹇
長
恨
歌
﹈
︙
君
臣
相
顧
尽
霑
衣

 
 

※ 「
長
恨
歌
」
の
「
君
臣
～
尽
」
を
『
唐
物
語
』
で
は
「
心
あ
る
も
心
な
き
も
︑
た
け
き
も
た
け
か
ら
ぬ
も
」
に
︑
ま
た
「
霑

衣
」
を
「
涙
に
を
ぼ
（
溺
（
れ
て
」
に
言
い
換
え
た
か
︒

（
三
（  

玄
宗
が
亡
き
楊
貴
妃
を
追
憶
す
る
（
か
く
て
日
も
ゆ
ふ
ぐ
れ
に
な
る
ほ
ど
に
︑
～
た
れ
と
と
も
に
か
御
身
に
も
ふ
れ
さ
せ
給

べ
き
︒（

 

⑫
時
う
つ
り
事
を
は
り
、
た
の
し
び
つ
き
か
な
し
み
き
た
る
︑

 
 

﹇
長
恨
歌
伝
﹈
︙
時
移
事
去
︑
楽
尽
悲
来
︑

 
 

※ 『
唐
物
語
』
の
二
句
の
対
句
表
限
は
「
長
恨
歌
伝
」
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
和
文
化
し
て
お
り
︑
和
文
の
文
脈
で
玄
宗
の
落
胆

を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
表
現
す
る
︒
和
文
で
は
あ
る
が
︑
力
強
い
漢
文
調
の
対
句
表
現
で
あ
る
︒

 

⑬
池
の
は
ち
す
な
つ
ひ
ら
け
、
庭
の
木
の
葉
秋
ち
れ
る
ご
と
に
︑
︙

 
 

﹇
長
恨
歌
伝
﹈
︙
毎
至
春
之
日
︑
冬
之
夜
︑
池
蓮
夏
開
︑
宮
槐
秋
落
︒
／
﹇
長
恨
歌
﹈
︙
秋
雨
梧
桐
葉
落
時
～
宮
葉
満
階
紅
不
掃

 
 

※ 「
長
恨
歌
伝
」
の
「
宮
槐
」「
宮
葉
」
を
︑『
唐
物
語
』
は
「
庭
の
木
の
葉
」
に
変
換
し
て
表
現
す
る
︒
ま
た
「
池
の
は
ち
す
な

つ
ひ
ら
け
」
は
︑
②
に
同
じ
く
「
長
恨
歌
伝
」
の
「
池
蓮
夏
開
」
を
和
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
︒

 

⑭
春
の
風
に
花
の
ひ
ら
け
た
る
あ
し
た
、
秋
の
雨
に
木
の
葉
ち
る
夕
︑

 
 

﹇
長
恨
歌
﹈
︙
春
風
桃
李
花
開
日
　
秋
雨
梧
桐
葉
落
時

 
 

※ 「
長
恨
歌
」
の
「
春
風
桃
李
花
開
日
」
を
『
唐
物
語
』
は
「
春
の
風
に
花
の
ひ
ら
け
た
る
あ
し
た
」
に
︑
ま
た
「
秋
雨
梧
桐
葉

落
時
」
を
「
秋
の
雨
に
木
の
葉
ち
る
夕
」
に
そ
れ
ぞ
れ
変
換
し
て
表
現
す
る
︒『
唐
物
語
』
が
「
長
恨
歌
」
の
対
句
の
ま
ま
に

忠
実
に
和
文
化
し
た
好
例
で
あ
る（

（1
（

︒

 

⑮
さ
ま
ぐ
の
草
の
花
庭
の
面
に
咲
み
だ
れ
、
色
々
の
紅
葉
は
し
の
う
へ
に
ち
り
積
︒

 
 

﹇
長
恨
歌
﹈
︙
西
宮
南
内
多
秋
草
　
落
葉
満
階
紅
不
掃

対
句
か
ら
見
た
『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
襲
用
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※ 「
長
恨
歌
」
の
「
多
秋
草
」
を
『
唐
物
語
』
で
は
「
さ
ま
ぐ
の
草
の
花
～
咲
み
だ
れ
」
に
︑「
西
宮
南
内
」
を
「
庭
の
面
」
に
︑

更
に
「
落
葉
満
階
紅
不
掃
」
を
「
色
々
の
紅
葉
は
し
の
う
へ
に
ち
り
積
」
に
変
換
し
て
表
現
す
る
︒「
西
宮
南
内
」
は
還
御
後

の
明
皇
（
玄
宗
（
が
移
り
住
ん
だ
「
太
極
宮･

興
慶
宮
」
の
こ
と
︑
上
皇
明
皇
と
今
上
粛
宗
と
の
確
執
が
窺
わ
れ
る
場
面
で
あ

る
が
︑『
唐
物
語
』
は
政
治
表
現
を
回
避
し
た
か
︑
簡
潔
に
「
庭
の
面
」
と
だ
け
表
現
す
る
︒
な
お
「
長
恨
歌
」
の
「
秋
」
は

「
愁
」
に
通
じ
る
︒

 

⑯ 

昔
楊
貴
妃
の
ま
ぢ
か
く
つ
か
へ
給
ひ
し
女
房
な
ど
︑
月
く
ま
な
き
夜
は
︑
昔
を
こ
ひ
︑
な
み
だ
に
む
せ
び
つ
ゝ
こ
と
を
し
ら
べ
、

び
わ
を
ひ
き
け
る
に
も
︑
い
と
ど
御
袖
の
う
へ
ひ
ま
な
く
み
ゆ
る
心
ぐ
る
し
さ
︑
よ
そ
の
た
も
と
ま
で
せ
き
か
ぬ
る
こ
こ
ち
す
︒

 
 

﹇
長
恨
歌
伝
﹈
︙
梨
園
弟
子
玉
琯
発
音
︑
聞
霓
裳
羽
衣
一
声
︑
則
天
顔
不
怡
︑
左
右
欷
歔
︒

 
 

※ 『
唐
物
語
』
の
「
昔
楊
貴
妃
の
ま
ぢ
か
く
つ
か
へ
給
ひ
し
女
房
な
ど
」
が
「
な
み
だ
に
む
せ
び
つ
ゝ
こ
と
を
し
ら
べ
︑
び
わ
を

ひ
き
け
る
」「
御
袖
の
う
へ
ひ
ま
な
く
み
ゆ
る
」
と
い
う
描
写
は
︑「
長
恨
歌
伝
」
の
「
天
顔
不
怡
︑
左
右
欷
歔
」
に
出
拠
す

る
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
部
分
の
描
写
は
︑「
長
恨
歌
」
に
基
づ
い
た
『
唐
物
語
』
の
描
写
が
そ
の
痕
跡
を
残
さ
ぬ
ほ
ど
巧
妙
に
和

文
化
し
て
い
る
︒「
こ
と
を
し
ら
べ
︑
び
わ
を
ひ
き
け
る
」（
琴
を
調
べ
︑
琵
琶
を
弾
き
け
る
（
と
い
う
対
句
表
現
が
原
文
に

あ
る
訳
で
は
な
い
︒
作
者
の
創
作
か
︒

 

⑰
ふ
る
き
枕
ふ
る
き
ふ
す
ま
む
な
し
く
て
︑
／
﹇
長
恨
歌
﹈
︙
旧
枕
故
衾
誰
与
共

 
 

※ 『
源
氏
物
語
』
葵
巻
に
「
ふ
る
き
枕
ふ
る
き
衾ふ
す
また
れ
と
と
も
に
か
と
あ
る
と
こ
ろ
に
」
と
あ
る
︒

 
 

 
 「

旧
枕
故
衾

0

0

0

0

誰
与
共
」
に
作
る
の
は
『
白
氏
文
集
』
金
沢
本
・
管
見
抄
本
等
古
鈔
本
︑
ま
た
『
新
撰
朗
詠
集
』
等
で
あ
り
︑
後

出
の
宋
本
・
那
波
本
等
の
刊
本
『
白
氏
文
集
』
は
「
翡
翠
衾
寒

0

0

0

0

誰
与
共
」
に
作
る
︒
従
っ
て
『
唐
物
語
』
は
古
鈔
本
系
『
白

氏
文
集
』
ま
た
は
『
源
氏
物
語
』
に
拠
っ
て
対
句
表
現
し
た
可
能
性
が
あ
る
︒

（
四
（  「
ま
ぼ
ろ
し
」
の
仙
女
楊
貴
妃
訪
問
と
︑
楊
貴
妃
の
玄
宗
へ
の
伝
言
（
か
く
て
二
と
せ
ば
か
り
に
も
な
り
ぬ
る
に
︑
～
行
や
す

き
浄
土
に
い
た
る
べ
し
︒（

 

⑱
ま
ぼ
ろ
し
そ
ら
に
の
ぼ
り
︑
地
に
入
り
て
い
た
ら
ぬ
所
な
く
も
と
む
る
に
︑
そ
の
し
る
し
な
し
︒

 
 

﹇
長
恨
歌
﹈
︙
（
方
士
（
昇
天
入
地
求
之
偏
　
～
両
処
茫
茫
皆
不
見
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※ 「
そ
ら
に
の
ぼ
り
︑
地
に
入
り
て
」
を
含
め
︑『
唐
物
語
』
の
表
現
は
出
典
の
「
長
恨
歌
」
を
直
に
受
け
て
い
る
︒

 
⑲
そ
の
う
へ
に
た
ま
の
う
て
な
こ
が
ね
の
殿
ど
も
︑
の
き
を
な
ら
べ
い
ら
か
を
つ
ら
ね
た
る
︑

 
 

﹇
長
恨
歌
﹈
︙
楼
殿
玲
瓏
五
雲
起
　
其
上
綽
約
多
仙
子
／
﹇
長
恨
歌
伝
﹈
︙
見
最
高
仙
山
︑
上
多
楼
閣
︒

 
 

﹇
楊
太
真
外
伝
﹈
︙
忽
見
最
高
山
︑
上
多
楼
閣
︒

 
 

※ 『
唐
物
語
』
の
表
現
は
︑
直
接
で
は
な
い
が
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
意
を
承
け
た
と
思
わ
れ
る
︒

 

⑳ 

夜
も
あ
け
日
も
い
で
ぬ
れ
ば
︑
楊
貴
妃
い
で
給
へ
り
︒
こ
が
ね
の
か
む
ざ
し
ひ
か
り
あ
ざ
や
か
に
、
た
ま
の
か
ざ
り
め
も
か
ゞ

や
く
ほ
ど
也
︒

 
 

﹇
長
恨
歌
伝
﹈
︙
玉
妃
出
︒
見
一
人
冠
金
蓮
︑
披
紫
綃
︑
珮
紅
玉
︑
曳
鳳
舄
︑
～

 
 

﹇
楊
太
真
外
伝
﹈
︙
玉
妃
出
︒
冠
金
蓮
︑
帨
紫
綃
︑
佩
紅
玉
︑
拽
鳳
舄
︑
～

 
 

※ 『
唐
物
語
』
の
「
楊
貴
妃
い
で
給
へ
り
」
は
「
長
恨
歌
伝
」
の
「
玉
妃
出
」
そ
の
ま
ま
で
あ
る
︒
そ
の
他
の
「
こ
が
ね
の
か
む

ざ
し
ひ
か
り
あ
ざ
や
か
に
︑
た
ま
の
か
ざ
り
め
も
か
ゞ
や
く
ほ
ど
」
は
︑「
長
恨
歌
伝
」
の
「
冠
金
蓮
︑
披
紫
綃
︑
佩
紅
玉
」

を
意
訳
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒『
唐
物
語
』「
夜
も
あ
け
」
に
つ
い
て
︑『
文
苑
英
華
』
巻
七
九
四
の
異
本
「
長
恨
歌
伝
」
は

「
洞
天
日
暁
」
に
作
る（

（2
（

︒

 

㉑
天
に
あ
ら
ば
は
ね
を
か
は
す
と
り
と
な
り
、
地
に
あ
ら
ば
枝
を
か
は
す
木
と
な
ら
ん
。

 
 

﹇
長
恨
歌
﹈
︙
在
天
願
作
比
翼
鳥
　
在
地
願
為
連
理
枝

 
 

﹇
源
氏
物
語
﹈
桐
壷
︙
朝
夕
の
言
ぐ
さ
に
︑
翼
を
な
ら
べ
︑
枝
を
か
は
さ
む
と
契
ら
せ
た
ま
ひ
し
に
︑
～

 
 

※ 『
唐
物
語
』
の
こ
の
対
句
は
「
長
恨
歌
」
の
表
現
を
忠
実
に
襲
用
す
る
︒
訓
読
調
で
和
文
化
さ
れ
て
は
い
る
が
︑
原
漢
文
の
息

遣
い
そ
の
ま
ま
で
あ
る
︒
即
ち
和
文
の
漢
文
化
に
他
な
ら
な
い
︒
こ
の
部
分
の
描
写
は
︑
先
の
⑩
例
と
同
じ
く
『
源
氏
物
語
』

も
同
様
に
表
現
す
る
︒『
唐
物
語
』
が
直
接
『
源
氏
物
語
』
を
参
照
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
︑
い
ず
れ
に
し
ろ
「
長
恨
歌
」
に

取
材
し
た
対
句
表
現
で
あ
る
︒

対
句
か
ら
見
た
『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
襲
用
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四　
『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
由
来
の
対
句
の
総
括

前
章
で
は
︑『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
の
対
句
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
を
襲
用
し
た
（
ま
た
は
可
能
性
の
あ
る
（
表
現

の
実
例
に
つ
い
て
個
々
に
検
討
し
た
︒（
な
お
︑『
唐
物
語
』
の
「
三
千
人
」（「
長
恨
歌
」
の
「
漢
宮
佳
麗
三
千
人
」
に
よ
る
（︑「
霓
裳
羽
衣
の
ま

ひ
」（「
長
恨
歌
伝
」
の
「
進
見
之
日
︑
奏
霓
裳
羽
衣
曲
︑
以
導
之
︒」
に
よ
る
（︑「
は
つ
秋
の
七
日
の
ゆ
ふ
べ
」（「
長
恨
歌
」
の
「
七
月
七
日
長
生
殿
」
に
よ

る
（︑
及
び
「
梨
花
一
枝
は
る
あ
め
を
お
び
た
り
」（「
長
恨
歌
」
の
「
梨
花
一
枝
春
帯
雨
」
に
よ
る
（
等
の
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
を
出
典
と

し
て
も
対
句
で
は
な
い
単
語
は
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
（︒

本
章
で
は
︑
こ
の
二
十
一
例
に
つ
い
て
︑
更
に

 

Ａ 

『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
対
句
が
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
中
の
対
句
二
句
を
忠
実
に
襲
用
し
た
例
︑

 

Ｂ 

『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
対
句
が
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
中
の
一
句
を
襲
用
し
た
例
︑

 

Ｃ 

そ
の
他

に
分
類
し
︑
以
下
各
例
に
つ
い
て
︑
く
ど
い
よ
う
だ
が
再
度
総
括
し
て
検
討
し
た
い
︒

 

Ａ 
 『

唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
対
句
が
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
中
の
対
句
二
句
を
ま
る
ご
と
忠
実
に
襲
用
し
た
例
は
︑

⑦
⑩
⑫
⑬
⑭
⑮
⑱
㉑
が
該
当
す
る
︒
煩
を
厭
わ
ず
再
び
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
︒

 
 

⑦
春
は
は
る
の
あ
そ
び
に
し
た
が
ひ
、
夜
は
よ
の
み
じ
か
き
事
を
な
げ
き
給
け
る
︒

 
 

 

（「
長
恨
歌
」
の
「
春
宵
苦
短
日
高
起
～
春
従
春
遊
夜
専
夜
」
に
よ
る
（

 
 

⑩
大
液
の
芙
蓉
、
未
央
の
や
な
ぎ
に
か
よ
ひ
た
ま
へ
る
を
し
も
︑
～

 
 

 

（「
長
恨
歌
」
の
「
太
掖
芙
蓉
未
央
柳
～
芙
蓉
如
面
柳
如
眉
」
に
よ
る
」

 
 

⑫
時
う
つ
り
事
を
は
り
、
た
の
し
び
つ
き
か
な
し
み
き
た
る
︑（「
長
恨
歌
伝
」
の
「
時
移
事
去
︑
楽
尽
悲
来
」
に
よ
る
（

 
 

⑬ 

池
の
は
ち
す
な
つ
ひ
ら
け
、
庭
の
木
の
葉
秋
ち
れ
る
ご
と
に
︑
～
（「
長
恨
歌
伝
」
の
「
毎
至
春
之
日
︑
冬
之
夜
︑
池
蓮
夏

開
︑
宮
槐
秋
落
︒」︑
ま
た
「
長
恨
歌
」
の
「
秋
雨
梧
桐
葉
落
時
～
宮
葉
満
階
紅
不
掃
」
に
よ
る
（

 
 

⑭
春
の
風
に
花
の
ひ
ら
け
た
る
あ
し
た
、
秋
の
雨
に
木
の
葉
ち
る
夕
︑

中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
九
号

36



 
 

 

（「
長
恨
歌
」
の｢

春
風
桃
李
花
開
日
　
秋
雨
梧
桐
葉
落
時｣

に
よ
る
（

 
 

⑮
さ
ま
ぐ
の
草
の
花
庭
の
面
に
咲
み
だ
れ
、
色
々
の
紅
葉
は
し
の
う
へ
に
ち
り
積
︒

 
 

 
（｢

長
恨
歌
」
の
「
西
宮
南
内
多
秋
草
　
落
葉
満
階
紅
不
掃
」
に
よ
る
（

 
 

⑱
ま
ぼ
ろ
し
そ
ら
に
の
ぼ
り
、
地
に
入
り
て
い
た
ら
ぬ
所
な
く
も
と
む
る
に
︑
そ
の
し
る
し
な
し
︒

 
 

 

（「
長
恨
歌
」
の
「（
方
士
（
昇
天
入
地
求
之
偏
︑
～
両
処
茫
茫
皆
不
見
」
に
よ
る
（

 
 

㉑
天
に
あ
ら
ば
は
ね
を
か
は
す
と
り
と
な
り
、
地
に
あ
ら
ば
枝
を
か
は
す
木
と
な
ら
ん
。

 
 

 

（「
長
恨
歌
」
の｢
在
天
願
作
比
翼
鳥
　
在
地
願
為
連
理
枝
」
に
よ
る
（

 
 

 

※ 

こ
れ
ら
の
諸
例
は
︑
原
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
中
の
二
句
の
対
句
を
原
文
に
沿
っ
て
巧
み
に
忠
実
に
和
文
化
し
て
お

り
︑『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
密
接
な
襲
用
を
示
す
好
例
で
あ
る
︒
ま
た
漢
文
（
中
国
文
（
の
和
文
化
︑
及
び
和
文

の
漢
文
化
の
典
型
例
で
も
あ
る
︒「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
原
文
が
既
に
対
句
構
成
で
あ
り
︑『
唐
物
語
』
の
作
者
は
︑

い
わ
ば
安
心
し
て
漢
文
化
し
た
和
文
の
対
句
表
現
を
使
用
で
き
た
と
察
せ
ら
れ
る
︒

Ｂ 

『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
対
句
が
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
一
句
を
襲
用
し
た
例
は
③
④
⑤
⑨
⑰
が
該
当
す
る
︒

 
 

③
ひ
と
た
び
ゑ
む
に
も
ゝ
の
媚
な
り
て
人
の
こ
こ
ろ
ま
ど
ひ
ぬ
べ
し
︒（｢

長
恨
歌｣

の
「
迴
眸
一
笑
百
媚
生
」
に
よ
る
︒（

 
 

④
み
め
か
た
ち
の
人
に
優
れ
、
し
わ
ざ
あ
り
さ
ま
の
世
に
な
ら
び
な
き
の
み
に
あ
ら
ず
︑

 
 

 

（﹇
長
恨
歌
伝
﹈
の
「
非
徒
殊
艶
尤
態
独
能
致
是
︒」
に
よ
る
︒（

 
 

⑤
お
な
じ
く
る
ま
ひ
と
つ
ゆ
か
に
あ
ら
ね
ば
︑
み
ゆ
き
し
、
い
ね
給
事
な
し
︒

 
 

 

（﹇
長
恨
歌
伝
﹈
の
「
与
上
行
同
輦
︑
止
同
室
︑
宴
専
席
︑
寝
専
房
︒」
に
よ
る
︒（

 
 

⑨
我
身
の
は
だ
へ
か
し
ら
の
か
み
な
ら
ず
は
︑
み
な
こ
れ
君
の
た
ま
物
に
あ
ら
ず
や
︒

 
 

 

（「
楊
太
真
外
伝
」
の
「
衣
服
之
外
︑
皆
聖
恩
所
賜
︒
唯
髪
膚
是
父
母
所
生
︒」
に
よ
る
︒（

 
 

⑰
ふ
る
き
枕
ふ
る
き
ふ
す
ま
む
な
し
く
て
︑（「
長
恨
歌
」
の
「
旧
枕
故
衾
誰
与
共
」
に
よ
る
︒（

 
 

 

※ 

こ
れ
ら
の
対
句
例
は
︑『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
原
文
が
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
一
句
（
ま
た
は
一
文
（
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
う
ち
︑
③
⑰
例
「
ひ
と
た
び
ゑ
む
に
も
ゝ
の
媚
な
り
て
」（
原
典
は
「
一
笑
百
媚
」（︑「
ふ
る
き
枕

対
句
か
ら
見
た
『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
襲
用
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ふ
る
き
ふ
す
ま
」（
原
典
は｢

旧
枕
故
衾｣

（
の
よ
う
な
︑
原
文
が
既
に
対
句
か
ら
成
る
例
は
︑
先
の
Ａ
例
に
準
じ
て
︑『
唐
物

語
』
の
作
者
に
と
っ
て
既
に
原
対
句
が
示
さ
れ
て
お
り
︑
対
句
作
成
の
負
担
は
さ
ほ
ど
で
は
無
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
︒

他
の
④
⑤
⑨
三
例
に
つ
い
て
は
︑
④
「
長
恨
歌
伝
」
の
「
殊
艶
尤
態
」
と
『
唐
物
語
』
の
「
み
め
か
た
ち
の
人
に
優
れ
︑

し
わ
ざ
あ
り
さ
ま
世
に
な
ら
び
な
き
」︑
⑤
「
長
恨
歌
伝
」
の
「
行
同
輦
～
寝
専
房
」
と
『
唐
物
語
』
の
「
お
な
じ
く
る
ま

ひ
と
つ
ゆ
か
」︑
ま
た
⑨
「
楊
太
真
外
伝
」
の
「
髪
膚
」
と
『
唐
物
語
』
の
「
は
だ
へ
か
し
ら
の
か
み
」
と
い
う
表
現
が
︑

そ
れ
ぞ
れ
原
句
に
類
似
は
す
る
も
の
の
相
当
に
乖
離
し
て
お
り
︑『
唐
物
語
』
作
者
の
独
自
の
表
現
技
術
が
問
わ
れ
る
箇

所
︑
或
い
は
文
才
の
振
る
い
所
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
︒
ま
た
そ
れ
故
に
︑
こ
れ
ら
の
箇
所
の
和
文
化
さ
れ
た
対
句
表

現
に
︑
逆
に
し
な
や
か
な
和
文
の
特
徴
が
表
出
し
て
い
る
と
も
言
え
る
︒

Ｃ 
 

そ
の
他
︙
『
唐
物
語
』
の
対
句
表
現
が
︑「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
か
ら
の
襲
用
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
︑
或
い
は
対
句
の

一
方
の
出
典
が
不
明
確
な
例
︒
以
下
①
②
⑧
⑯
⑳
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒

 
 

①
色
に
め
で
、
か
に
の
み
ふ
け
り
給
へ
る
～

 
 

 

（｢

長
恨
歌
伝｣

に｢

以
声
色
自
娯｣
︑
ま
た｢

長
恨
歌｣

に｢

漢
皇
重
色
思
傾
国
」
と
あ
る
︒（

 
 

② 

そ
の
か
た
ち
、
秋
月
の
山
の
は
よ
り
た
か
く
の
ぼ
る
心
地
し
て
、
そ
の
い
き
ざ
し
は
、
夏
の
い
け
に
く
れ
な
ゐ
の
は
ち
す
は

じ
め
て
ひ
ら
け
た
る
に
や
と
み
ゆ
︒（
後
句
は
「
長
恨
歌
伝
」
の
「
池
蓮
夏
開
」
に
よ
る
︒
前
句
の
出
典
は
不
詳
︒（

 
 

⑧
ほ
こ
り
を
ご
れ
る
人
そ
の
か
ず
を
し
ら
ず
︒
～
︒
見
る
人
き
く
ひ
と
、
う
ら
や
み
め
づ
る
さ
ま
い
ひ
つ
く
す
べ
か
ら
ず
︒

 
 

 
 （『

唐
物
語
』
の
「
ほ
こ
り
を
ご
れ
る
」
は
『
旧
唐
書
』
巻
五
十
一
︑
楊
貴
妃
伝
に
「
遞
相
夸
尚
」
と
あ
り
︑
ま
た
「
う
ら
や

み
め
づ
る
」
は
「
長
恨
歌
伝
」
に
「
其
天
下
心
羨
慕
如
此
」
と
あ
る
︒（

 
 

⑯ 

昔
楊
貴
妃
の
ま
ぢ
か
く
つ
か
へ
給
ひ
し
女
房
な
ど
︑
月
く
ま
な
き
夜
は
︑
昔
を
こ
ひ
︑
な
み
だ
に
む
せ
び
つ
ゝ
こ
と
を
し
ら

べ
、
び
わ
を
ひ
き
け
る
に
も
︑
い
と
ど
御
袖
の
う
へ
ひ
ま
な
く
み
ゆ
る
心
ぐ
る
し
さ
︑
よ
そ
の
た
も
と
ま
で
せ
き
か
ぬ
る
こ

こ
ち
す
︒

 
 

 

（「
長
恨
歌
伝
」
に
「
梨
園
弟
子
玉
琯
発
音
︑
聞
霓
裳
羽
衣
一
声
︑
則
天
顔
不
怡
︑
左
右
欷
歔
︒」
と
あ
る
︒（

 
 

⑳ 

夜
も
あ
け
日
も
い
で
ぬ
れ
ば
︑
楊
貴
妃
い
で
給
へ
り
︒
こ
が
ね
の
か
む
ざ
し
ひ
か
り
あ
ざ
や
か
に
、
た
ま
の
か
ざ
り
め
も
か
ゞ
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や
く
ほ
ど
也
︒（「
長
恨
歌
伝
」
に
「
玉
妃
出
︒
見
一
人
冠
金
蓮
︑
披
紫
綃
︑
珮
紅
玉
︑
曳
鳳
舄
︑
～
」︑
ま
た
「
楊
太
真
外

伝
」「
玉
妃
出
︒
冠
金
蓮
︑
帨
紫
綃
︑
佩
紅
玉
︑
拽
鳳
舄
︑
～
」
と
あ
る
︒（

 
 

 
※ 

①
の
「
色
に
め
で
︑
か
に
の
み
ふ
け
り
」
の
「
色
」
は｢

長
恨
歌
伝｣

の｢

声
色｣

︑
ま
た｢

長
恨
歌｣

の｢

重
色
」
を
襲

用
し
︑「
ふ
け
り
（
耽
り
（」
は
「
長
恨
歌
伝
」
の
「
娯
」
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
が
︑
一
方
の
「
か
（
香
（
に
ふ
け
り
」

の
出
拠
は
明
ら
か
で
な
い
︒
或
い
は
「
色
香
（
い
ろ
か
（」
を
対
句
と
し
た
作
者
の
創
作
表
現
で
あ
ろ
う
か
︒
②
の
対
句
の

一
方
「
秋
月
の
山
の
は
（
端
（
よ
り
た
か
く
の
ぼ
る
」
は
筆
者
の
浅
学
故
に
出
典
不
詳
︑
或
い
は
小
林
保
治
『
唐
物
語
全
訳

注（
（2
（

』
一
八
三
頁
が
示
唆
す
る
よ
う
に
︑
当
時
の
和
歌
表
現
と
呼
応
す
る
か
も
知
れ
な
い
︒
⑧
の
「
ほ
こ
り
を
ご
れ
る
」「
う

ら
や
み
め
づ
る
」
は
『
旧
唐
書
』
楊
貴
妃
伝
や
「
長
恨
歌
伝
」
の
用
例
を
示
し
た
が
︑
直
接
出
拠
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
︒

ま
た
「
見
る
人
き
く
ひ
と
」（
引
用
を
省
略
し
た
が
︑
更
に
「
す
み
に
ご
れ
る
」「
た
か
き
も
い
や
し
き
も
」（
も
︑「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌

伝
」
か
ら
の
襲
用
が
認
め
難
い
一
般
対
句
で
あ
ろ
う
か
︒
こ
れ
ら
の
単
語
対
句
は
明
確
な
出
典
が
不
明
と
し
て
も
漢
語
に

由
来
す
る
対
句
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
︒
⑯
の
「
こ
と
（
琴
（
を
し
ら
（
調
（
べ
︑
び
わ
（
琵
琶
（
を
ひ
（
弾
（

き
け
る
」
の
対
句
表
現
も
︑
或
い
は
提
示
し
た
「
長
恨
歌
伝
」
の
表
記
を
基
に
し
て
作
者
が
独
自
に
作
成
し
た
表
現
か
と

思
わ
れ
る
︒
⑳
の
「
夜
も
あ
け
日
も
い
で
」「
こ
が
ね
の
か
む
ざ
し
ひ
か
り
あ
ざ
や
か
に
︑
た
ま
の
か
ざ
り
め
も
か
ゞ
や

く
」
と
い
う
対
句
表
現
も
︑
提
示
し
た
「
長
恨
歌
伝
」「
楊
太
真
外
伝
」
を
基
に
作
者
が
独
自
に
作
成
し
た
対
句
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
︒
Ｃ
群
に
掲
げ
た
こ
れ
ら
の
対
句
（
又
は
そ
の
一
方
の
（
表
現
は
︑「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
襲
用
の
仕
方
も

さ
り
な
が
ら
︑
対
句
に
よ
る
表
現
効
果
の
検
討
が
大
切
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
こ
れ
ら
の
諸
例
は
い
ず
れ
も
対
句
表
現
を
採

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
記
事
内
容
を
力
強
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
叙
述
す
る
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
︒
と

同
時
に
︑『
唐
物
語
』
作
者
の
文
学
表
現
の
技
量
を
示
す
恰
好
の
箇
所
で
も
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
︒

五　

ま
と
め　

―
対
句
の
効
用
、
漢
文
の
和
文
化
と
和
文
の
漢
文
化

文
化
は
水
の
流
れ
に
も
似
て
︑
常
に
高
所
か
ら
低
域
に
向
け
て
流
れ
る
︒
ま
た
低
域
の
文
化
は
高
所
の
そ
れ
を
我
方
に
導
く
べ
く
懸

対
句
か
ら
見
た
『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
「
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長
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命
に
努
力
す
る
︒
中
国
大
陸
の
東
隣
に
位
置
す
る
日
本
に
と
っ
て
︑
早
く
上
古
～
秦
漢
時
代
か
ら
文
化
の
高
峰
を
築
き
上
げ
た
西
方
の

中
国
は
︑
長
く
模
範
と
す
る
べ
き
先
進
国
家
で
あ
っ
た
︒
そ
の
中
国
文
化
は
古
代
も
現
代
も
変
わ
ら
ず
所
謂
漢
字
（
中
国
文
字
（
を
用
い

て
表
現
さ
れ
る（

（2
（

︒
周
の
青
銅
器
や
漢
鏡
の
多
く
は
古
代
漢
字
を
銘
刻
す
る
︒
後
漢
の
光
武
帝
か
ら
金
印
を
授
か
っ
た
と
い
う
我
が
奴な

の

国
王
は
︑
美
麗
な
黄
金
や
紋
様
に
驚
嘆
し
て
も
︑
印
刻
の
篆
書
「
漢
委
奴
国
王
（
か
ん
の
わ
の
な
の
こ
く
お
う
（」
の
意
味
を
果
た
し
て
理
解

し
た
だ
ろ
う
か
︒
中
国
渡
来
の
漢
字
は
当
初
霊
妙
な
〝
文
様
〟
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
︒
や
が
て
〝
文
字
〟
と
し
て
漢
字
の

表
音
を
仮
り
た
奈
良
期
の
『
万
葉
集
』
に
代
表
さ
れ
る
万
葉
仮
名
表
記
を
経
て（

（2
（

︑
平
安
期
に
入
る
と
︑
北
の
渤
海
交
易
や
私
貿
易
も
加

わ
り
︑
先
進
唐
朝
文
物
の
日
本
流
入
が
点
か
ら
面
へ
と
質
量
共
に
増
大
す
る
︒
清
少
納
言
（
九
六
六
？
～
一
〇
二
五
？
（『
枕
草
子
』
の
「
文

は
文
集
︑
文
選
︑
︙
」
は
早
に
有
名
で
あ
る
が
︑
こ
の
一
節
に
は
実
は
平
安
期
に
お
け
る
漢
籍
の
日
本
舶
来
の
背
景
が
あ
る
︒
そ
れ
は
︑

白
居
易
（
七
七
二
～
八
四
六
（『
白
氏
文
集
』
の
慧
萼
に
よ
る
日
本
伝
来
書
写
本
の
原
本
は
蘇
州
蔵
で
あ
り
︑
梁
・
昭
明
太
子
編
『
文
選
』
の

成
立
地
は
建
康
（
南
京
（
で
あ
り
︑
こ
れ
ら
江
南
の
都
市
は
長
安
や
洛
陽
に
較
べ
て
︑
地
理
的
（
距
離
は
約
半
分
（
心
理
的
に
遥
か
に
日
本

に
近
接
し
て
お
り
︑
古
来
山
東
や
朝
鮮
を
経
由
し
て
日
本
と
の
文
物
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る（

（2
（

︒「
文
集
︑
文
選
」
の
「
文
」

を
「
も
ん
」
と
呉
音
訓
み
す
る
事
実
は
︑
こ
れ
ら
の
書
物
の
日
本
舶
来
の
ル
ー
ト
を
示
す
と
思
わ
れ
る
︒

周
知
の
よ
う
に
︑
今
か
ら
一
四
〇
〇
余
年
前
︑
強
固
な
国
家
建
設
を
企
図
し
た
平
安
人
は
︑
当
時
世
界
最
高
の
文
化
を
誇
っ
て
い
た

中
国
唐
朝
に
倣
う
べ
く
︑
首
都
長
安
に
遣
唐
使
を
派
遣
し
て
中
国
の
制
度
や
文
物
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
︒
京
都
が
長
安
を
模
し
て

都
市
計
画
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
︒
西
暦
六
三
〇
年
に
始
ま
る
壮
大
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
︑
航
海
術
の
未
熟
と
そ
の
後

の
唐
朝
の
政
治
混
乱
も
重
な
り
︑
残
念
な
が
ら
八
九
四
年
に
廃
止
に
至
る
が
︑
こ
の
間
に
遣
唐
使
が
伝
え
た
所
謂
「
漢
音
」
に
よ
っ
て

表
現
さ
れ
た
膨
大
な
新
文
物
は
︑
そ
れ
ま
で
の
古
い
「
呉
音
」
に
よ
る
そ
れ
を
一
掃
し
︑
新
し
い
文
化
国
家
の
建
設
に
大
い
に
寄
与
し

た
︒
寛
平
三
年
（
八
九
一
（
に
成
っ
た
と
さ
れ
る
藤
原
佐
世
（
八
四
七－
八
九
八
（
の
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
一
六
七
九
〇
巻
に
記
録
さ
れ

た
書
名
は
︑『
隋
書
』
経
籍
志
三
一
六
九
四
巻
に
決
し
て
見
劣
り
し
な
い
漢
籍
目
録
で
あ
り
︑
当
時
の
中
国
先
進
文
化
の
日
本
流
入
を
示

す
貴
重
な
記
録
で
あ
る（

（2
（

︒

更
に
清
水
浜
臣
の
「
唐
物
語
提
要（

（2
（

」
に
よ
れ
ば
︑
本
稿
の
検
討
対
象
で
あ
る
藤
原
成
範
（
一
一
三
五
～
八
七
（『
唐
物
語
』
二
十
五
話
の

出
典
は
次
の
よ
う
に
多
岐
に
渉
っ
て
お
り
︑
平
安
末
期
の
文
人
が
多
様
の
漢
籍
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
書
名
は
叙
述
順
︒
二
話
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は
出
典
不
詳
（︒
中
で
も
六
話
も
出
拠
と
な
っ
て
い
る
『
白
氏
文
集
』
が
注
目
さ
れ
る
︒

 
 

 
晋
書
・
白
氏
文
集
・
左
伝
・
後
漢
書･

史
記
・
文
選
・
本
事
詩
・
両
京
新
記
・
列
仙
伝
・
幽
明
録
・
博
物
志
・
前
漢
書
・
漢
武

内
伝
・
高
士
伝
・
韓
非
子
・
楚
策
・
蒙
求
・
説
苑
・
西
京
雑
記

さ
て
本
題
に
戻
り
た
い
︒
以
上
︑
中
国
か
ら
日
本
へ
の
文
物
流
入
に
つ
い
て
縷
述
し
た
の
は
︑
奈
良
平
安
期
の
古
代
日
本
語
に
お
け

る
対
句
表
現
の
あ
り
方
や
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
も
と
よ
り
こ
の
設
問
は
浅
学
の
筆
者
に
は
手
に
余
る
難

問
だ
が
︑
上
述
の
『
唐
物
語
』
第
十
八
話
を
手
掛
か
り
に
そ
の
緒
口
を
模
索
し
て
み
た
い
︒

 

① 

い
づ
れ
の
御
時
に
か
︑
女
御
更
衣
あ
ま
た
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ひ
け
る
中
に
︑
い
と
や
む
ご
と
な
き
際
に
は
あ
ら
ぬ
が
︑
す
ぐ
れ
て

時
め
き
た
ま
ふ
あ
り
け
り
︒

 

②
た
づ
ね
ゆ
く
　
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な
　
つ
て
に
て
も
　
魂た
ま

の
あ
り
か
を
　
そ
こ
と
知
る
べ
く
　

 

③ 

朝
夕
の
言
ぐ
さ
に
︑
翼
を
な
ら
べ
、
枝
を
か
は
さ
む
と
契
ら
せ
た
ま
ひ
し
に
︑
か
な
は
ざ
り
け
る
命
の
ほ
ど
ぞ
︑
尽
き
せ
ず
う

ら
め
し
き
︒

『
源
氏
物
語
』
冒
頭
の
桐
壷
巻
か
ら
三
節
を
引
用
し
た
︒
①
は
冒
頭
文
︑
②
は
和
歌
で
あ
り
︑
③
「
翼
を
な
ら
べ
︑
枝
を
か
は
さ
む
」

は
︑
第
三
章
に
も
引
用
し
た
「
長
恨
歌
」
に
基
づ
く
対
句
を
含
む
文
で
あ
る
（『
唐
物
語
』
は
「
天
に
あ
ら
ば
は
ね
を
か
は
す
と
り
と
な
り
︑
地
に
あ

ら
ば
枝
を
か
は
す
木
と
な
ら
ん
」
と
原
典
に
忠
実
に
述
べ
る
（︒
三
例
の
み
で
あ
る
が
︑
①
の
よ
う
な
和
文
の
地
の
文
に
お
い
て
︑
対
句
を
頻
用
す

る
賦
や
駢
文
等
の
中
国
文
と
違
い
︑
純
日
本
文
は
叙
述
の
構
造
上
︑
対
句
の
挿
入
が
容
易
で
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
︒
即

ち
①
の
よ
う
な
直
列
式
の
叙
述
が
多
い
日
本
文
に
は
中
国
文
の
並
列
式
の
対
句
は
本
来
馴
染
ま
な
い
の
で
あ
る
︒
但
し
第
三
章
に
お
い

て
検
討
し
た
第
③
例
「
ひ
と
た
び
ゑ
む
に
も
ゝ
の
媚
な
り
て
」（「
長
恨
歌
」
の
「
迴
眸
一
笑
百
媚
生
」
に
よ
る
（
の
よ
う
な
対
句
は
︑
原
典
一
句

中
の
「
一
笑
百
媚
」
に
お
い
て
既
に
対
句
を
成
し
て
お
り
︑
日
本
語
独
自
の
対
句
で
あ
る
可
能
性
は
薄
い
︒
②
和
歌
に
お
い
て
も
︑
直

列
す
る
（
・
（
・
（
の
奇
数
字
句
中
に
中
国
の
絶
句
や
律
詩
に
頻
用
さ
れ
る
並
列
式
の
対
句
を
取
り
込
む
こ
と
は
構
造
上
か
な
り
無
理

で
あ
る
︒
こ
れ
を
要
す
る
に
︑
第
三
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
︑
古
代
日
本
語
の
和
文
や
和
歌
中
に
ま
ま
見
ら
れ
る
対
句
表
現
は
︑
逆
に

そ
の
多
く
が
漢
語
由
来
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
い
か
︒
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
︑
特
に
平
安
期
の
和
文
は
︑

当
時
大
量
に
将
来
さ
れ
た
漢
籍
に
常
用
さ
れ
て
い
た
対
句
措
辞
を
和
文
化
し
て
文
中
に
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
そ
れ
ま
で
の
日
本

対
句
か
ら
見
た
『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
襲
用
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文
が
新
た
に
漢
文
式
の
骨
格
を
得
て
強
靱
に
補
強
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
︒
更
に
言
え
ば
︑
新
来
の
漢
音
漢
字
に
併
せ

て
︑
対
句
の
技
法
も
当
時
の
文
人
に
は
舶
来
〝
唐
風
〟
の
洒
落
た
新
鮮
な
修
辞
法
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒
こ
の
現
象
こ
そ
取
り
も

直
さ
ず
漢
文
の
和
文
化
で
あ
り
︑
ま
た
和
文
の
漢
文
化
で
あ
る
︒

山
田
孝
雄
『
漢
文
の
訓
読
に
よ
り
て
伝
へ
ら
れ
た
る
語
法（

（2
（

』︑
同
『
国
語
の
中
に
於
け
る
漢
語
の
研
究（

（2
（

』
は
︑
日
本
語
に
お
け
る
中
国

由
来
の
漢
語
及
び
訓
読
さ
れ
た
語
法
に
つ
い
て
広
く
検
討
し
た
碩
学
の
意
欲
作
で
あ
る
︒
該
著
は
漢
語
熟
語
や
訓
読
語
法
の
検
討
が
中

心
で
あ
り
︑
残
念
な
が
ら
対
句
技
法
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
が
︑
今
日
通
常
の
日
本
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
多
く
の
漢
語
や
語
法

が
︑
実
は
中
国
語
由
来
で
あ
っ
た
指
摘
に
驚
か
さ
れ
る
（
む
ろ
ん
和
製
漢
語
の
存
在
も
否
定
で
き
な
い
が
（︒
大
和
言
葉
に
疎
い
筆
者
は
漢
語
流

入
以
前
の
原
日
本
語
に
つ
い
て
無
学
で
あ
る
が
︑
上
述
の
拙
稿
に
お
い
て
『
唐
物
語
』
中
の
一
章
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
を
敷
衍
す
れ

ば
︑
奈
良
平
安
期
の
文
人
が
当
時
新
来
の
多
様
の
漢
籍
か
ら
受
け
た
影
響
は
︑
そ
れ
ま
で
の
原
日
本
語
を
根
底
か
ら
覆
す
ほ
ど
甚
大
で

あ
っ
た
︒
そ
れ
は
単
漢
語
や
音
韻
に
止
ま
ら
ず
︑
中
国
文
に
頻
用
さ
れ
る
対
句
に
も
及
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

以
上
を
要
す
る
に
︑
平
安
当
時
新
舶
来
の
多
数
の
漢
籍
に
見
ら
れ
る
新
漢
語
や
対
句
の
使
用
が
頗
る
新
鮮
で
あ
っ
た
背
景
の
中
で
︑

和
文
と
漢
文
に
精
通
し
た
碩
学
の
作
者
が
認し
た
ため
た
『
唐
物
語
』
中
︑
と
り
わ
け
圧
巻
た
る
第
十
八
楊
貴
妃
説
話
中
に
和
文
の
漢
文
化
（
ま

た
漢
文
の
和
文
化
（
現
象
が
縷
々
見
ら
れ
る
こ
と
は
︑
当
時
発
展
途
上
の
平
安
日
本
文
化
が
先
進
の
中
国
文
化
を
取
り
込
も
う
と
懸
命
に
努

力
し
た
証
し
で
あ
る
よ
う
に
筆
者
に
は
見
て
取
れ
る
︒

注

（
（
（  

江
戸
期
の
清
水
浜
臣
校
本
の
標
題
に
よ
れ
ば
︑
書
名
の
呼
称
は
「
か
ら
も
の
が
た
り
」
で
あ
る
︒

（
（
（  

太
田
晶
二
郎
「『
桑
華
書
志
』
所
載
『
古
蹟
歌
書
目
録
』」（『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
』
第
二
冊
︑
一
九
九
一
年
三
月
︑
吉
川
弘
文
館
︒
原

載
は
『
日
本
学
士
院
紀
要
』
一
二－

三
︑
一
九
五
四
年
十
一
月
（
に
よ
る
︒
ま
た
池
田
利
夫
『
日
中
比
較
文
学
の
基
礎
研
究
』（
笠
間
書

院
︑
一
九
八
八
年
九
月
（
十
三
頁
参
照
︒
贅
言
な
が
ら
︑「
漢
」「
唐
」
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
︑
筆
者
の
大
略
の
認
識
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
︒
即
ち
︑｢

漢｣

は
主
に
中
世
平
安
期
に
お
け
る
中
国
に
対
す
る
尊
称
で
あ
る
︒
例
；
漢
字
・
漢
詩
・
漢
文
等
︒
ま
た｢

唐｣

は
︑
そ

の
後
の
主
に
近
世
江
戸
期
に
お
け
る
中
国
へ
の
尊
称
で
あ
る
︒
例
；
唐
話
・
唐
人
屋
敷
・
唐
人
町
等
︒
但
し
常
に
例
外
を
含
む
︒
例
；
平
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安
の
遣
唐
使
︑
江
戸
の
『
唐
詩
選
』
等
︒『
唐
物
語
』（
漢
物
語
（
の
作
者
と
さ
れ
る
藤
原
成
範
の
生
没
年
は
一
説
に
一
一
三
五
保
延
元
年

～
一
一
八
七
文
治
三
年
で
あ
り
︑
平
安
末
期
の
院
政
期
に
当
た
る
︒
当
時
中
国
は
唐
（
六
一
八
～
九
〇
七
（
は
既
に
亡
び
︑
五
代
十
国
～

北
宋
を
経
た
南
宋
初
期
（
一
一
二
七
～
（
で
あ
る
︒
と
す
れ
ば
︑
成
範
の
当
時
に
お
い
て
︑「
漢
」「
唐
」
い
ず
れ
の
呼
称
も
︑「
漢
」
が

「
唐
」
よ
り
や
や
古
い
呼
称
と
し
て
︑
双
方
と
も
歴
史
上
は
既
に
過
去
と
な
っ
た
中
国
の
尊
称
と
な
る
︒
以
上
か
ら
︑
藤
原
成
範
が
編
ん
だ

と
さ
れ
る
中
国
故
事
集
の
命
名
は
︑
ど
ち
ら
が
正
称
と
も
決
め
か
ね
る
も
の
の
︑
成
範
生
没
の
時
代
か
ら
す
れ
ば
︑
平
安
人
が
中
国
を
呼

称
し
た
「
漢
」
を
冠
す
る
『
漢
物
語
』
の
方
が
成
範
の
時
代
の
呼
称
に
よ
り
近
い
と
考
え
得
る
︒
つ
ま
り
︑
当
初
は
『
漢か

ら
も
の
が
た
り

物
語
』
の
呼
称

が
先
行
し
て
中
世
平
安
末
期
に
用
い
ら
れ
︑
後
に
近
世
江
戸
期
に
か
け
て
『
唐か

ら
も
の
が
た
り

物
語
』
の
呼
称
に
改
め
ら
れ
た
と
の
仮
説
が
成
り
立
つ
の

で
は
な
い
か
︒
た
だ
例
外
呼
称
は
払
拭
で
き
な
い
︒
池
田
氏
前
掲
著
が
指
摘
す
る
よ
う
に
︑『
漢
物
語
』（『
唐
物
語
』（
を
称
す
る
実
物
書
の

書
誌
学
史
上
の
発
見
を
待
ち
た
い
︒

（
（
（  

『
凌
雲
集
』『
文
華
秀
麗
集
』『
経
国
集
』
の
三
大
勅
撰
漢
詩
集
に
象
徴
的
に
結
実
す
る
︒

（
（
（  

撰
者
不
詳
︒
撰
者
が
誰
で
あ
ろ
う
と
︑
当
時
の
碩
学
と
し
て
漢
籍
や
和
歌
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
︒

（
（
（  

『
千
載
佳
句
』
や
『
和
漢
朗
詠
集
』『
新
撰
朗
詠
集
』
も
対
句
を
含
む
中
国
詩
文
の
断
句
を
多
数
載
録
す
る
︒
こ
れ
ら
は
訓
読
は
別
に
　
　

し
て
原
文
の
ま
ま
の
引
用
で
あ
り
︑
本
文
中
に
溶
解
す
る
『
唐
物
語
』
と
は
様
式
を
異
に
す
る
︒

（
（
（  

な
お
︑
鈴
木
修
次
『
文
学
と
し
て
の
論
語
』（
東
京
書
籍
︑
一
九
七
九
年
七
月
（
第
三
章
「
孔
子
の
修
辞
学
」
に
お
い
て
も
「
対
偶
」
の

言
葉
を
用
い
て
『
論
語
』
の
対
句
に
つ
い
て
集
中
的
に
分
析
す
る
︒

（
（
（  

興
膳
宏
訳
注
『
文
鏡
秘
府
論
』︑『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
五
巻
︑
筑
摩
書
房
︑
一
九
八
六
年
九
月
を
参
照
︒

（
（
（  

一
九
二
〇
年
二
月
︑
目
黒
書
店
︒

（
（
（  

一
九
二
二
年
九
月
︑
目
黒
書
店
︒

（
（0
（  

京
都
大
学
文
学
部
研
究
室
︑
一
九
六
一
年
︑
油
印
︒
研
文
出
版
︑
二
〇
〇
七
年
一
月
︑
第
一
版
︒

（
（（
（  

研
文
出
版
︑
二
〇
〇
三
年
九
月
︒
ま
た
同
『
著
作
選
Ⅲ
』「『
凌
雲
集
』
の
文
体
」
研
文
出
版
︑
二
〇
〇
四
年
九
月
︒
原
載
は
『
国
文
学

研
究
』
二
十
三
︑
一
九
六
一
年
三
月
︒

（
（（
（  

風
間
書
房
︑
一
九
八
二
年
六
月
︒

対
句
か
ら
見
た
『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
襲
用
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（
（（
（  

大
修
館
書
店
︑
一
九
八
八
年
十
月
︒

（
（（
（  

汲
古
書
院
︑
一
九
九
八
年
二
月
︒

（
（（
（  
『
國
語
國
文
』
第
六
十
六
巻
第
二
号
︑
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
︑
一
九
九
七
年
二
月
︒

（
（（
（  
『
日
中
比
較
文
学
の
基
礎
研
究
　
翻
訳
説
話
と
そ
の
典
拠
　
補
訂
版
』
所
収
︒
笠
間
書
院
︑
一
九
八
八
年
九
月
︒

（
（（
（  

講
談
社
学
術
文
庫
︑
二
〇
〇
三
年
六
月
︒
原
版
は
『
唐
物
語
全
釈
』
笠
間
書
院
︑
一
九
九
八
年
二
月
︒

（
（（
（  

『
唐
物
語
』
の
底
本
は
小
林
保
治
『
唐
物
語
全
訳
注
』
を
参
照
し
︑
ま
た
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
は
柳
川
順
子
訳
注
『
白
氏
文
集
』

二
下
（
明
治
書
院
︑
新
釈
漢
文
大
系
一
一
七
︑
七
九
〇
～
八
三
三
頁
︒
明
治
書
院
︑
二
〇
〇
七
年
七
月
（
を
参
照
し
た
︒

（
（（
（  

な
お
「
長
恨
歌
」
の
こ
の
二
句
の
解
釈
に
つ
い
て
は
︑『
唐
物
語
』
の
よ
う
に
春
・
秋
を
並
列
し
て
「
花
咲
く
春
も
木
の
葉
散
る
秋
も
～

玄
宗
は
亡
き
楊
貴
妃
を
偲
ん
で
～
」
と
解
釈
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
︒
し
か
し
︑「
長
恨
歌
」
の
こ
の
前
後
の
背
景
が
亡
き
楊
貴
妃
を
追
憶

す
る
玄
宗
の
心
情
を
述
べ
る
秋
景
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
︑
当
該
の
二
句
を
直
列
し
て
「
春
風
・
花
開
」
は
生
前
の
楊
貴
妃
と
の
歓

楽
の
日
々
の
追
憶
︑「
秋
雨
・
葉
落
」
が
玄
宗
の
心
象
風
景
で
あ
り
︑
貴
妃
没
後
の
寂
し
い
眼
前
の
実
景
で
あ
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
︒

こ
の
方
向
の
解
釈
は
古
今
の
日
本
中
国
の
諸
説
に
未
見
だ
が
︑
将
来
の
賛
同
者
を
待
ち
︑
敢
え
て
付
記
す
る
︒

（
（0
（  

太
田
次
男
『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究
』
中
巻
（
勉
誠
社
︑
一
九
九
七
年
二
月
（
三
四
三
頁
に
よ
れ
ば
︑
明
銅
活

字
蘭
雪
堂
本
・
同
明
刊
馬
元
調
本
も
同
様
「
洞
天
日
暁
」
で
あ
る
︒
管
見
抄
本
︑
宋
刊
本
︑
那
波
本
等
は
「
洞
日
晩
」
に
作
る
︒
玉
妃
が

方
士
に
面
会
し
た
の
は
果
た
し
て
訪
問
当
夜
だ
っ
た
か
翌
朝
か
︑
一
字
の
違
い
で
玉
妃
の
玄
宗
へ
の
思
い
が
微
妙
に
分
か
れ
る
︒

（
（（
（  

講
談
社
︑
二
〇
〇
三
年
六
月
︒
初
出
は
『
唐
物
語
全
釈
』
笠
間
書
院
︑
一
九
九
八
年
二
月
︒

（
（（
（  

漢
字
の
語
源
や
定
義
に
つ
い
て
︑
注
（
２
（
で
も
述
べ
た
筆
者
の
考
え
を
繰
り
返
せ
ば
大
略
次
の
通
り
︒
即
ち
︑「
漢
」
は
︑
漢
詩
・
漢

文
・
漢
学
等
︑
主
に
平
安
以
降
の
日
本
が
中
国
を
呼
ぶ
尊
称
で
あ
り
︑
漢
字
も
漢
詩
や
漢
学
と
同
様
︑
日
本
語
由
来
で
あ
る
︒
中
国
自
ら

に
よ
る
古
代
の
「
漢
」
称
は
︑
王
朝
名
は
別
に
し
て
︑
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
︒
な
お
漢
字
や
漢
語
を
〝
漢
民
族
が
使
用
す
る
〟

文
字
言
語
と
定
義
す
る
の
は
今
日
中
国
の
新
し
い
定
義
で
あ
る
︒

（
（（
（  

『
古
事
記
』
に
「
百
済
の
王
仁
が
『
論
語
』『
千
字
文
』
を
伝
え
た
」（
大
意
︒
中
巻
︑
二
七
九
応
神
天
皇
二
十
年
（
と
あ
る
（『
日
本
書

紀
』
巻
十
︑
応
神
紀
も
ほ
ぼ
同
様
だ
が
︑
書
名
を
欠
く
（︒
貴
重
な
記
録
だ
が
︑『
論
語
』
の
成
立
経
緯
が
不
詳
︑『
千
字
文
』
作
者
周
興
嗣

中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
九
号
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（
四
七
一
？
～
五
二
一
年
（
の
生
没
年
が
適
合
し
な
い
等
の
難
点
が
あ
る
︒
こ
の
記
事
が
些
か
で
も
真
実
で
あ
れ
ば
︑
漢
字
︑
そ
れ
も
幼
学

書
の
日
本
舶
来
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
︒
そ
の
背
景
と
し
て
︑
山
東
半
島
や
朝
鮮
半
島
が
古
来
日
中
交
流
の
幹
線
経
路
の
一
で
あ
っ
た

事
実
も
考
慮
し
た
い
︒
な
お
筆
者
は
︑
儒
学
書
の
『
論
語
』
は
一
方
で
『
千
字
文
』
同
様
︑
漢
字
を
含
め
た
初
学
書
と
し
て
の
活
用
も
否

め
な
い
と
考
え
る
︒『
論
語
』『
千
字
文
』
と
も
に
対
句
を
多
用
し
て
お
り
︑
当
時
の
日
本
文
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
と
推
測
す
る
︒

（
（（
（  

重
複
を
恐
れ
ず
補
述
す
れ
ば
︑
前
注
（
（（
（
に
挙
げ
た
『
千
字
文
』
の
作
者
周
興
嗣
（
四
七
一
？
～
五
二
一
年
（
は
江
南
の
南
京
を
首

都
と
す
る
南
朝
梁
の
人
で
あ
り
︑
ま
た
『
論
語
』
が
編
ま
れ
た
魯
は
山
東
半
島
の
基
部
に
位
置
す
る
︒
こ
れ
ら
江
南
や
山
東
は
地
理
的
に

長
安
や
洛
陽
よ
り
も
日
本
に
近
く
︑「
呉
服
」
の
名
称
や
徐
福
の
山
東
か
ら
の
渡
日
出
発
が
示
す
通
り
︑
古
来
︑
人
や
物
の
日
本
往
来
が
盛

ん
で
あ
っ
た
︒
な
お
同
様
の
理
由
で
︑
江
戸
期
の
中
国
（
当
時
の
呼
称
は
「
唐
」（
が
指
す
地
域
は
︑
実
は
漢
唐
時
代
の
漢
音
域
の
長
安

（
現
在
の
西
安
（
で
は
な
く
︑
よ
り
近
い
南
京
や
蘇
州
︑
杭
州
︑
揚
州
等
を
含
む
中
国
東
南
の
呉
音
域
の
江
南
を
指
し
た
︒

（
（（
（  

孫
猛
『
日
本
国
見
在
書
目
録
詳
考
』（
上
海
古
籍
出
版
社
︑
二
〇
一
五
年
九
月
（︑
拙
稿
「
平
安
・
嵯
峨
帝
の
『
王
昭
君
』
詩
と
藤
原
佐

世
の
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』」（『
九
州
中
国
学
会
報
』
五
十
七
︑
九
州
中
国
学
会
︑
二
〇
一
九
年
五
月
（
参
照
︒

（
（（
（  

『
唐
物
語
』
金
花
堂
刊
に
付
し
た
提
要
（
解
題
（︒
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
（
清
水
浜
臣
識
語
︒

（
（（
（  

宝
文
館
︑
一
九
三
五
年
五
月
初
版
︒

（
（（
（  

宝
文
館
︑
一
九
四
〇
年
四
月
初
版
︒

対
句
か
ら
見
た
『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌
伝
」
の
襲
用
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